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職 ・ 氏 名 理事長 中丸元良 

（施設名 かえで幼稚園 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・たけのことり 

・ソラマメ、たまねぎの栽培、収穫、調理 

・梅の実を用いたうめシロップ、ジュース、ジ

ャムづくり 

・森の探索 

・自然観察会 

・稲作（代掻きや田植えなど） 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・ポップコーンの栽培 

・さつま芋の収穫 

・七夕に用いる竹の調達 

・川遊び 

・ぐみのみの収穫 

・園になったブドウの収穫 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・お米の収穫 

・木のみを用いた制作物作り 

・サツマイモを用いた焼き芋づくり 

・収穫した栗を用いた栗ご飯作り 

・森の探索 

・秋の里遠足 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・森の探索 

・つるを用いたかごづくり 

・シイの実集め 

・氷づくり 

 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

今年度も隣接するかえでの森でたけのこを採集し

た。例年はあく抜きをした後煮物を作っていたが、

今年度はピザ窯を使って焼きタケノコを作ること

にした。子どもたちも目を凝らしながら森でタケノ

コを採取し、いざ調理。塩を振りかけて食べるとと

てもおいしく、採集した年長児が年中児や燃焼時に

焼きタケノコをふるまう姿も見られた。 

余ったタケノコは次の日に煮物にして食べた。子ど

もたちも調理や食事を楽しんでいた。 

 

 

（エピソード記述） 

隣接するかえでの森に探索に行った日のこと、ある

子どもが大きな竹を見て「流しそうめんをやりた

い」と発言した。そこで子どもとともに流しそうめ

んを企画し、実際に森まで竹を取りに行った。その

際には子どもにものこぎりでの伐採を体験しても

らったが、太い竹の切りごたえを感じるとともに、

運搬の時にはその重さを身をもって体験していた

ようだった。実際に行った流しそうめんは盛況で、

それをみた様々な学年の子どもやかえでっこクラ

ブ（未就園児向けのプログラム）の子どもたちも流

しそうめんを企画し、楽しんでいた。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

当園では毎年年長児がお米を水田で育てており、12

月には年長児から年中児へと田んぼの引継ぎが行

われた。10月の収穫の際には年中児も収穫したお米

をおにぎりにして分けてもらっていたこともあり、

年中児は来年のお米作りに意欲的だった。引継ぎの

際にも、年中児は来年のお米を想像しながら、田ん

ぼの栄養となる藁をまいていた。引継ぎという儀

式、そして藁まきという初仕事を通して、年中児の

お米作りへの意欲は高まってきているようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

例年は秋に園外の田んぼまで遠足を行うのだが、今

年度は雨で遠足に行くことができなかった。２月末

になって様々な都合がつき、年中児だけではある

が、その田んぼまで遠足に行くことになった。 

ゴールとなる田んぼまでの道中も、木漏れ日の中を

歩き、落ち葉を足でかき分け、ドングリを拾いなが

ら、子どもたちは楽しんでいるようだった。 

田んぼでは収穫した稲の切り株を踏みつける音や

感触を楽しんだり、開けた田んぼを使ったおにごっ

こを楽しんだりした。園庭よりも視界が開け、面積

も大きいこと、そして田んぼというでこぼことした

地面の状況の中での鬼ごっこが子どもたちにはお

もしろかったらしく、多くの子どもが疲れきるまで

鬼ごっこを楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

自然体験活動アドバイザーの菊間馨氏による、自然物とのかかわり方に関する研修（年 10回程度） 

幼児教育実践学会にてポスター発表を行った（研究発表賞受賞）。 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

保護者とかえでの森を探索（７月） 

 かえでっこくらぶで森を探索 

    ポスター発表の内容を保護者に共有 

 

・ その他 

私立幼稚園機関紙『学びの広場』12月号にて、実践学会でのポスター発表をもとにした研究発表を行った。 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

http://www.kaede.ed.jp 

 

 


